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視
点
・
論
点
②

軍
人
階
級
と
非
軍
人
階
級
の
闘
争
─
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
を
考
え
る
視
座	

井
上　
森

　
「
軍
人
階
級
」
と
い
う
階
級
が
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
で
、
世
界
が
ク
リ
ア
に
見
え

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
階
級
は
、
軍
隊
を
中
核
に
し
な
が
ら
も
、
軍
需
産
業
、
民
間
軍

事
会
社
、軍
事
研
究
所
、防
衛
族
政
治
家
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文
民
で
は
あ
る
が
、

軍
に
寄
り
添
っ
た
り
巣
食
っ
た
り
す
る
こ
と
で
権
益
を
得
て
い
る
前
原
や
石
破
の
よ
う

な
政
治
家
は
、
立
川
基
地
の
警
備
に
立
っ
て
い
る
若
い
兵
士
よ
り
、
ず
っ
と
こ
の
階
級

の
核
心
に
近
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
階
級
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
金
融
資
本
家
階
級
が
や
す
や
す
と
国
境
を
越
え

て
活
動
す
る
の
と
同
様
に
、
私
た
ち
の
通
念
を
裏
切
っ
て
国
境
を
ま
た
に
か
け
て
活
動

し
て
い
る
。
現
在
自
衛
隊
に
と
っ
て
最
も
軍
事
色
の
強
い
活
動
は
ソ
マ
リ
ア
沖
の
対
海

賊
作
戦
だ
が
、
こ
の
海
域
で
は
、
韓
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ

シ
ア
な
ど
の
多
く
の
国
々
が
公
然
・
非
公
然
の
共
同
作
戦
を
展
開
し
て
い
る
。

　

軍
人
階
級
の
共
謀

　

共
同
作
戦
だ
け
で
は
な
い
。
敵
対
的
な
緊
張
関
係
の
高
ま
り
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
軍

人
階
級
全
体
の
権
益
を
底
上
げ
す
る
。
昨
年
政
府
が
決
定
し
た
新
防
衛
大
綱
で
は
、
潜

水
艦
の
保
有
数
を
増
や
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
国
海
軍
の
空
母
へ

の
軍
事
的
な
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
て
合
理
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
自
衛
隊
の
潜
水
艦
増

強
へ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
て
、
中
国
の
軍
人
階
級
は
哨
戒
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
合

理
化
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
自
衛
隊
が
…
と
、
軍
事
需
要
は
軍
事
需
要
を
再
生

産
す
る
。「
敵
と
共
に
力
を
つ
け
る
」と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
軍
人
階
級
の
共
犯
関
係
は
、

私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
の
歴
史
と
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
。
時
に
は
戦
闘
行
動
を
通

じ
て
で
さ
え
、
彼
我
双
方
の
権
益
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
。
表
向
き
表
現
さ
れ
る
敵
意
と

は
裏
腹
に
、
い
や
敵
意
が
高
ま
る
か
ら
こ
そ
、
各
国
の
将
軍
達
は
暗
に
陽
に
談
合
を
強

め
る
。
日
中
の
武
官
交
流
が
深
ま
り
を
見
せ
た
り
、
日
ロ
の
海
軍
の
共
同
演
習
が
続
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
軍
人
階
級
の
利
害
か
ら
言
え
ば
常
識
で
あ
る
。
表
向
き
の
緊
張
関

係
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
彼
ら
は
「
私
た
ち
の
交
流
こ
そ
が
真
の
平
和
と
安
定
を

担
保
す
る
」
と
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
を
獲
得
す
る
。
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
軍
人
階

級
の
支
配
の
矛
先
は
、
私
た
ち
非
軍
人
階
級
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

支
配
の
た
め
の
救
援

　

一
国
的
な
世
界
観
か
ら
離
れ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
軍
人
階
級
と
非
軍
人
階
級
と
い
う

認
識
を
持
つ
こ
と
で
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
真
の
意
味
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

「
軍
人
階
級
が
非
軍
人
階
級
を
救
う
」
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
自
ら
の
存
在
意
義
を
か

け
た
当
然
の
行
動
で
あ
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
あ
と
、
ソ
連
赤
軍
は
八
〇
万
人

を
投
入
し
て
原
発
に
蓋
を
し
た
。「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
で
米
軍
が
多
数
被
災
地
に
投
入

さ
れ
た
が
、人
民
解
放
軍
も
ま
た
派
遣
の
打
診
を
か
け
て
い
た
（
結
局
日
本
政
府
は
断
っ

た
）。
四
川
大
地
震
の
時
も
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
と
い
う
計
画
が
あ
っ
た
。「
効
果
的
」

な
同
盟
軍
の
派
遣
と
、
一
見
駆
け
引
き
の
よ
う
に
も
見
え
る
敵
対
国
へ
の
救
援
。
実
現

し
よ
う
が
実
現
し
ま
い
が
、
軍
人
階
級
全
体
の
利
益
を
底
上
げ
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り

は
な
い
。「
危
機
」「
友
好
」「
疑
惑
」「
面
子
」
…
…
こ
れ
ら
全
て
が
結
局
は
軍
人
階
級

の
利
益
に
帰
す
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
視
点
を
ク
リ
ア
に
し
よ
う
。
東
ア
ジ
ア
に
火
種
が
あ
る
。
朝
鮮
半
島
、
台
湾

海
峡
、
東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原
発
、
津
波
、
シ
ー
レ
ー
ン
…
軍
人
階
級
か
ら
す

れ
ば
、火
種
＝「
活
躍
の
場
」で
あ
れ
ば
何
で
も
い
い
の
だ
。
国
境
線
も
な
い
白
地
図
に
、

ポ
っ
と
火
の
マ
ー
ク
を
貼
る
。
軍
人
階
級
の
談
合
・
取
引
が
開
始
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
、

「
味
方
は
誰
だ
、
敵
は
誰
だ
」
と
踊
ら
さ
れ
る
が
、
彼
ら
の
論
理
で
は
こ
の
火
種
か
ら

ど
う
権
益
を
生
み
出
せ
る
か
だ
け
が
問
題
で
あ
る
。
災
害
で
あ
れ
戦
争
で
あ
れ
、
軍
に

救
わ
れ
た
命
は
軍
人
階
級
の
支
配
力
に
還
元
さ
れ
る
。
救
わ
れ
た
私
た
ち
は
思
う
「
軍

だ
け
が
頼
り
だ
」「
軍
の
力
こ
そ
が
現
実
だ
」。

　

だ
が
こ
こ
は
、
本
質
を
見
抜
こ
う
。
こ
れ
は
武
器
を
使
う
こ
と
を
存
在
理
由
と
し
た

階
級
が
、
武
器
を
も
た
ず
に
生
き
て
い
く
数
多
く
の
人
び
と
を
支
配
す
る
た
め
の
出
来

事
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
。
失
わ
れ
た
命
を
救
え
な
か
っ
た
無
力
感
の
代
償
に
、
彼
ら

の
煽
動
に
耳
を
傾
け
る
必
要
は
な
い
の
だ
。

（
い
の
う
え
・
も
り
／
立
川
自
衛
隊
監
視
テ
ン
ト
村
）




